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Educational practice on undergraduate program 
- Part 1. Analysis of class based on students’behaviour and evaluation- 
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This report shows our attempt of introducing workshop-style class to improve 
students’skills, such as problem solving skills, teamwork, and communication skills. As the 
theme for the workshops, we set “the proposal for snow problems in university premises”as 
we always have peculiar wintry issues every year. This class was held as one of the courses 
for freshman.   
Analysis of students’evaluation to the workshops revealed that presentation skills, oral 
speech skills, mutual understanding, communication skills, and architectural and regional 













































グループの設定人数は 6 人（一部 7 人）をグル















































































































ーム 10 分（質疑含：全員が発言すること、発表 7 分・




































ーム 10 分（質疑含める：全員が発言すること、発表 7



















3-1.授業の様子（図 2、図 3） 










め A1 判の敷地図を配布したが、まだ 1年生のため
足を踏み入れていない場所もあることが聞かれた。 



















































































































































その 1 大学における「住まいづくり WS」を事例として－、




日本建築学会計画系論文報告集 第 369 号、pp12～19、1989.2 































































・初めて WS を行って良かったなと思ったことは、まず 1 番
は班が一緒になれたひとと仲良くなれた．このチームの人と
一緒になれて良かった．初めてしゃべった人もいたし楽しか
った．みんなで意見を交わすことの面白さも経験できた！
・何よりよかったのは、普段話せないような人と話せて意見の
言い合いをして、大学生活での視野が広がったことが勉強に
なった．  
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